
洋光台エリア会議について　～　これまでの経緯と成果

・洋光台まちづくり協議会、神奈川県、横浜市・磯子区、UR、
有識者３名により、平成 24 年５月にスタート、計 14 回開催

・まちづくりの主たる担い手が同じテーブルにつき、まちの情報
共有や意見交換、有識者の方々からの助言等を踏まえ、まちづ
くりの方向づけを行った。

● メンバー
有識者：小林重敬教授（現・森記念財団理事長）　大江守之教授（現・慶応大学名誉教授）
　　　　中村文彦教授（現・横浜国立大学副学長）
洋光台まちづくり協議会　
神奈川県　横浜市　磯子区　UR都市機構

● 主な取り組み
・「ルネッサンス IN洋光台」の名のもと、地域活動への参加・協働をはじめ、様々な取り組みの
展開により、まちの活性化やより多くの地域ニーズ把握、まちづくりの担い手発掘につなげた。
　
 ◯ ワークショップ：

より多くの地域の声・ニーズの把握、中央団地
広場改修へのフィードバック、人材発掘等

　◯ CC ラボの設置・運営：
まちを元気にする活動の拠点、駅前の活性化、
地域活動の見える化、活動サポートと活性化、
人材発掘

　◯ 地域連携イベント：
Happy ハロウイン in 洋光台・環境絵日記展・ゴ
ジライベント等を地域と共同開催、活性化と多
世代交流に寄与

　◯ まちづくりアンケート：
洋光台地区約 12,000 戸に全戸配布アンケート、
まちの評価や意見を幅広く把握し、事業の効果
検証へつなげる

　◯ 次世代スタイルワーキング：
民間企業との連携のもと、健康・環境・防災に
ついて新機軸となる取り組みを検討

　◯ 交通：
洋光台の交通アンケート、駅前交通調査、
カーシェア、サイクルシェア実証実験など
（横国大都市と交通研究室との共同調査）
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第 6回エリア会議 オープンWS

・情報発信WS

梅の里まつり

夏まつり
夏の拡大
プレイパーク

夏の拡大
プレイパーク

夏の拡大
プレイパーク

梅の里まつり

トンボ池イベント

トンボ池イベント

トンボ池イベント

梅の里まつり

※梅の里まつり

※梅の里まつり
　への参加

・らくらく洋光台
　/洋光台
　だいたいマップ

ショート ロング

ラウンドテーブル①
（7月）

ラウンドテーブル②
（9月）

CCC 会議
（CCラボ・コラボ /12 月）

CCラボ１周年イベント /4 月）

第 2回ハロウイン

第 3回ハロウイン

第 4回ハロウイン

環境絵日記展①

未来WS

次世代
スタイルWG

イベント③

イベント②

イベント①

広場改修

北集会所
コンペ

駅前交通調査
・カーシェア実験

環境絵日記展②

ゴジライベント

●H26 年度活動状況報告
●ラウンドテーブルと CC
ラボ / まちづくりビジョン

●交通アンケート分析
● まちの事務局について
●活動報告・今後の進め方

●地域交通課題
●活動報告・今後の進め方

●CCラボ・WS報告・展開
●次世代スタイルWG
●洋光台駅前交通調査

●CCラボ / 未来WS/ ハロ
ウィン /環境絵日記展
●次世代スタイルWG
●アンケート企画

●活動報告・今後の展開
　CCラボ / 未来WS
●次世代スタイルWG
●北集会所コンペ
●アンケート実施に関して

第１回ハロウイン
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テーマ別WS

ワークショップの継続
（オープンワークショップへ移行）

※梅の里まつり
　への参加

第 7回エリア会議

第 8回エリア会議

第 9回エリア会議

第 10回エリア会議

第 11回エリア会議

第 12回エリア会議

第 13回エリア会議

第 14回エリア会議

●活動報告・今後の展開
●次世代スタイルWG
●アンケート集計・分析
●ビジョン修正

●活動報告・今後の展開
●次世代スタイルイベント
●H30 年以降の活動

●活動報告・今後の展開
●次世代スタイルまとめ
●まちびらき 50 周年に向
 　けて・６年間の総括等

地域活動 との連携
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１
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第１回全体ワークショップ (H24.11/72 人参加）

CCラボ活動（認知症カフェの様子）

地域連携イベント (Happy ハロウィン in 洋光台 2016）

洋光台エリア会議年表
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エリア会議での発言から
賑わいづくり・活性化
・広場の活用：店舗と広場の一体的・連続的な利用で魅力向上 /広場等の利用を
収益化、他の活動財源に（②・③・⑥）
・賑わい：コミュニティ活動の賑わいが「洋光台らしい賑わい」の鍵 /港南台と
は違う賑わい / CC ラボ活動で賑わい演出 /広場と CCラボの連携を /（⑤・⑥）

・若年層の呼び込み：学生に住んでもらう試みを（③）/ 南陵高校や横国・慶応
の研究室等との関係強化で若い世代の担い手を（⑦・⑧）

・広報・PR：イベント情報が届かない /看板など人目につく PR を / 広報はまち
の事務局の重要業務 /広報スキルをもった人材を /地域メディアとの連携を /

紙ベース・口コミの情報発信を /ラウンドテーブルなどの成果発信 /夏祭りな

ど既往活動の発信（⑦・⑪•⑫・⑭）

推進体制づくり
・まちの事務局：実際に動かす想定で具体的検討を /財源確保が最大の課題 /事
業内容に特徴を /事業体か、協議体か /行政の支援が不可欠 /２階スペースを
活用 /問題解決のアイデアをストック（⑦・⑨・⑬）
・プラットフォーム：地域活動のプレイヤーを一つのプラットフォームに /長い

洋光台・まちの課題について（エリア会議・アンケートからのまとめ）

まちの課題見取り図（試案）

課題解決 魅力増進

ハード

ソフト

バリアフリー・段差の解消

移動手段の
利便性向上

・自転車マナー

・走りにくい自転車レーン

・歩道の段差・凹凸

・商業施設のバリアフリー
・集合住宅のバリアフリー

・ベンチや休憩場所

・バス便増設
・コミュニティバスの運行

駅前広場の改善
・機能の充実

・駅舎のリニューアル

コミュニティの支え合い
見守り環境
（高齢者・子育て・・）

・魅力的な商業施設

・駐輪場・駐輪場の不足

まちの
賑わい・活性化

・若年層の呼び込み

・送迎スペース不足

・洋光台らしい賑わい

・駐輪場不足
歩行環境の充実

・魅力的なイベント

・夜間照明

・情報発信・共有

・歩きたくなる道
　ウォーキングルート

・身近な居場所づくり

・動線の錯綜

・たまり場
・飲食店

・広場の利用促進

・担い手の確保

「６つの指標」を、100点満点で点数化

安全・安心環境

街並み・自然環境

子育て環境

コミュニティ環境

高齢者の環境

賑わい・利便性

防災・防犯、交通環境など

公園や街並み、まちの雰囲気、自然など

子育て環境、住宅、コミュニティなど

地域活動、コミュニティ拠点、近隣関係など

医療・介護サービス、見守り、バリアフリーなど

まちづくりアンケートから読み取るまちの課題

スタンスで取り組みが必要 /プラットフォームを動かす仕組みを /ゆるやかな
ネットワークが活動を支える /サポーター層強化を /地域主体をベースに、行
政の運営参加で公共性を /団地マネジメント主体としてURの参画（⑫・⑬・⑭）
財源確保：新たなファンディングスキーム検討を /複数主体のコラボによる地
域ファンド /寄付金付き自販機など /有料イベント開催も /企業の駅前広場・
公園利用で収益を（⑨・⑪）

交通・モビリティ
・全般的に：駅前活性化には、エリア全体の交通のあり方を考える必要（②）
・自転車道：自転車が見直される時代「自転車レーン復活」も→車との競合等か
ら地域として廃止を要望した経緯 /歩道を爆走する自転車、段差解消が課題（④）
・ミニバス：駅に遠いエリアの利便性向上が必要、ミニバス等の検討を / 地域タ
クシーやNPOでのミニバス運営の事例あり（⑤）
・カーシェアなど：車も自転車も乗れない高齢者の移動支援も /駅前で自転車シェ
ア実験を /地域運営とビジネスベースのほどよい連携を（⑦）
・駅前地区の課題：駅前広場の送迎スペース不足・駐車場不足・駐輪場不足（②）
全体で一体的なリノベーションを（⑧）

・駐車場：駐車場増設は、カーシェア等新たな仕組みと絡めて（⑤）
・駐輪場：台数不足の一方で、占有面積が過大 /効果検証し、駐輪場の立
体化を /使いやすい買い物用駐輪場を
・送迎車両：渋滞・進行妨害 /洋光台の住みやすさに関わる重要課題（⑧）

まちづくりの進め方・方向性
・段階的まちづくり：一気に出来て終わりでなく、長期間で段階的に変わっ
ていく仕掛けを（③）
・雇用創出など：地域に「働く」「遊ぶ」「売る」ができる仕組みと空間を
/ 機能の複合や新たな財源確保（市民からの会費や寄付など）（④）
・企業連携：モニタリングの場として CCラボの積極活用を（⑥）新たな
ニーズ・シーズ発掘を提 /テーマによって複数企業の連携を /同じ志の
地域活動に資金援助など（⑧・⑨）/郊外住宅地における「環境」「健康」
「防災」の新たな展開を /「歩くこと」がキーになる（⑩）
・支援系活動：高齢者・子育て支援など地道な支援系活動の見える化を /
必要なところへ届く仕組み作りを（⑪・⑫・⑬）
・防災：戸建の高齢者支援を /団地に防災拠点を /地域ごとの連携（⑪）

具体的項目の評価　～５０点以下の項目

自由記載での
頻出項目

・顔となる景観づくり

・外出を促す

・声がけ・孤立させない
　つながりづくり

駅前の賑わい・買い物利便性・交通利便性

74点

69点

55点

52点

49点

42点

※末尾◯数字＝該当するエリア会議開催回
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